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『
榑
桑
名
賢
文
集
」
の
書
入
れ

ー

荻
生
狙
挾
の
元
禄
名
賢
月
旦
ー

大

庭

卓

也

緒

言

『榑
桑
名
賢
文
集
』
(元
禄
十

一
年
刊
、
以
下

『名
賢
文
集
』
と
略
記
)

は
、
京
都

の
書
騨

・
林
文
会
堂
義
端
が
編
輯
出
刊
し
た
、
幕
初
よ
り
元

禄
期
に
至

る
儒
家
名
流
の
文
章
を
収
め
た
総
集

で
あ
る
。
義
端
は
伊
藤

仁
斎
門
人

で
あ
る
か
ら
、
古
義
堂

一
門
の
文
章
が
ロ日
立

つ
も

の
の
、
収

録
作
者
は

一
応
、
江
戸

・
京
都

・
長
崎

の
三
都

に
及
ぶ
。
凡
例
に
、
既

に
別
集
が
世

に
行
わ
れ
る
者
を
除

い
た
作
者

の
文
章
を
、
元
禄
七
年
か

ら
五
年
間

に
亘

っ
て
集
あ
た
と
言
い
、
そ
の
数
は

「凡
.当
世
名
家
.大

作
捜
索
..
無
レ遺
.
.,。
旬
儲
年
貯
累
累
,
.
.如
レ丘
,」
(自
序
)
と
い
う

有
り
様

で
あ

っ
た
と
記
す
。
事
実
、
義
端
が
以
後
も

『
榑
桑
名
賢
詩
集
』

(宝
永
元
年
刊
)

の
よ
う
な
類
似
す
る
書
物
の
出
版
を
重
ね
て
い
る
こ

と
は
、
元
禄
期
を
迎
え
た
頃
に
は
、
写
本
で
流
布
す
る
当
代
儒
家
の
詩

文
が
相
当

に
蓄
積
さ
れ
て
、
飽
和
と
も
言
う
べ
き
状
態
に
あ

っ
た
こ
と

を
如
実
に
示
し
て
い
る
。
『名
賢
文
集
』
の
よ
う
な
、
現
代
作
家
の
作
品

に
拠
る
総
集
の
出
刊
は
自
然
の
成
り
行
き
で
も
あ

っ
た
。
営
利
主
義
の

編
輯
ゆ
え
、
そ
れ
だ
け
に
著
名
人
の
文
章
を
載
録
す
る
こ
と
に
苦
心
し

た
筈

で
あ
り
、
そ
の
意
味

で
も
該
書
は
元
禄
文
壇

の
趨
勢
を
反
映
し

た
、
当
代
性
の
極
め
て
濃
い
も
の
と
言
わ
ね
ば

な
ら
な
い
。

九
州
大
学
附
属
図
書
館
萩
野
文
庫
に
も

『名
賢
文
集
』

一
本
を
蔵
す

る
。
摺
り
の
状
態
も
悪
く
、
近
世
中
期
以
降
の
後
印
本
と
覚
し
い
が
、

第

一
冊
表
紙
右
肩
に

「本

ノ
希
ナ
ル
上

二
物
狙
挾
ノ
評
語
ア
ル
ハ
殊

二

珍
ト
ス
ベ
シ
」
と
墨
書
さ
れ
、
即
ち
荻
生
狙
篠

が
批
語
を
施
し
た
と
い

う
、
い
わ
く
付
き
の

一
本

で
あ
る
。
中
味
を
検
す
る
に

「祖
錬
物
茂
卿

評
」
と
称
し
て
欄
上
に
計
二
百
六
十
九
箇
所
に
亘
る
批
語
が
朱
筆
で
書

入
れ
ら
れ
、
吾
々
の
注
意
を
惹
く
処
と
な

っ
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
こ

の
萩
野
本

『名
賢
文
集
』
の
書
入
れ
を
祖
裸
の
批
語
と
見
倣
し
て
よ
い

の
か
、
そ
の
真
偽
を
確
か
め
、
更
に
は
こ
の
書
入
れ
が
近
世
初

・
中
期

の
文
学
史
に
於
て
意
味
す
る
処
に
考
察
を
加
え
る
こ
と
と
し
た
い
。
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二

萩
野
本
書
入
れ
の
諸
相

先

ず
萩

野

本

『
名

賢

文

集

』

の
書

誌

を

左

に
記

し

て
お

こ
う

。

○
巻

冊
数

半
紙

本
五
巻
六
冊
。
原
装
。

0
表
紙

薄
茶
無
紋
。
原
装

。
第

一
冊
右
肩

に

「本

ノ
希

ナ
ル
上

二
物
祖

篠

ノ
評
語

ア
ル

ハ
殊

二
珍
ト

ス
ベ

シ
」
と
墨
書
。
各
冊
右
下

に
請
求
番

号
紙

「萩
野
文
庫
/

フ
/

5
」
。
右
上

に
貴
重
書

ラ
ベ
ル
。
二
二

・
六

×

一
六

・
二
糎
。

○
題
簑

左
肩
単
枠
。
「
榑
桑
名
賢

文
集

序

凡
例

総
目

巻
之

一

本

(巻
之

一
末

・
巻
之

二

・
巻

之

三

・
巻
之

四

・
巻
之
五

終
)
」
。

一

七

・
七

×
三

・
四
糎
。

○
構
成

第

一
冊
、
扉

一
丁
。
序
文
三
丁
。
凡
例

二
丁
半
。
白
紙
半
丁
。

目
録
七
丁
。
内
題

「榑
桑
名
賢
文
集
前
編
巻
之

一
」
。
本
文
八
丁
。
尾
題

無

し
。
第

二
冊
、
内
題
無

し
。
本
文

三
六

丁
。
尾
題
無
し
。
第
三
冊
、

内
題

「榑

桑
名

公
文

集
前
編
巻
之

二
」
。
本
文

五
六

丁
。
尾
題
無

し
。
第

四
冊
、
内
題

「榑

桑
名

公
文
集

巻
之

三
」。
本
文

一
七

丁
半
。
白
紙
半
丁
。

第
五
冊
、
内
題

「
榑
桑
名
公
文
集
巻
之
四
」
。
本

文

一
九

丁
。
尾
題
無
し
。

第
六
冊
、
内
題

「
榑
桑
名
公
文
集
前
編
巻
之
五
」
。
本
文

三
五
丁
。
尾
題

無
し
。
刊
記
半
丁
。
白
紙
半
丁
。

0
柱
刻

上
部

に

「
榑
桑
名
公
文
集

巻
之

一

(
二

・
三

・
四

・
五
)」
。

下
部

に

「
○
」
。

○
刊
記

蓮
牌
木
記

に

「
元
禄
戊
寅
仲
夏
月
/
文
会
堂
林
丸
成
梓
」
。

○
蔵
書
印

各
冊
初
丁
表
に

「敬
亭
蔵
/
書
記
」
(朱
陽
印
)。

○
備
考

第

一
冊
初
丁
表
書
脳
に
「祖
裸
物
茂
卿
評
」、
以
下
欄
上
に
総
計

二
六
九
箇
所
の
批
語
、
ま
た
第
五
冊
本
文
最
終
丁
裏
欄
上
に

「祖
裸
物

茂
卿
批
評
」
と
朱
墨
に
て
書
入
れ
。

以
下
に

一
、
二
の
情
報
を
補
足
す
る
。
初
印
本
と
覚
し
い
中
野
三
敏

先
生
御
所
蔵
本

『名
賢
文
集
』
は
、
見
返
し
中
央

に
魁
星
印
、
左
下

「文

会
堂
繍
梓
」
と
あ
る
所
に

「文
会
堂
」
の
二
穎

の
朱
陽
印
が
捺
さ
れ
る

が
、
萩
野
本
に
は
そ
れ
が
な
い
。
ま
た
中
野
本
は
欄
上
に
七

・
四
糎
の

余
裕
を
持
た
せ
た
稻
や
縦
長
の
大
本
で
五
巻
三
冊
、
即
ち
各
冊
約
二
巻

の
配
分

で
あ
る
の
に
対
し
、
萩
野
本
は
欄
上
を
三

・
六
糎
に
狭
め
た
半

紙
本

で
あ
り
、
冊
数
も
巻

一
を

「本
」
巻
と

「末
」
巻
と
に
二
分
し
て

各
冊

一
巻
に
配
分
し
た
、
六
冊
で
あ
る
。
版
面
も
磨
滅
が
目
立

っ
て
お

り
、
従

っ
て
萩
野
本
は
近
世
中
期
以
降
の
後
印
本
で
あ
ろ
う
こ
と
、
既

述
の
通
り
で
あ
る
。

ま
た
書
入
れ

の
文
字
は

一
画
々
々
丁
寧

に
書
く
繊
弱
な
書
体

で
あ

り
、
例
え
ば
、
み
す
ず
書
房
版

『
荻
生
狙
錬
全
集
』
第

一
巻
口
絵
の

『狙

裸
答
問
書
付
巻

往
復
書
簡
』

(致
道
博
物
館
蔵
)

に
見
ら
れ
る
よ
う

な
、
祖
篠
の
細
字
の
力
強
さ
は
見
受
け
ら
れ
な
い
O
も
し
こ
れ
ら
が
祖

篠
の
批
語
と
認
め
ら
れ
る
な
ら
ば
、
祖
篠
自
筆
書
入
れ
の
『
名
賢
文
集
』

が
別
に
存
在
し
、
後
人
が
書
入
れ
の
み
を
転
写
し
た
も
の
が
萩
野
本
で

あ
る
、
と
看
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

次
に
批
語
が
施
さ
れ
る

『名
賢
文
集
』
収
録
文
章
を
明
示
し
て
お
く

《表

一
》
。
各
文
章
に
対
す
る
批
語
は
精
粗
区
々
で
あ
り
、
例
え
ば
複
数
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の
文
章
を

ひ
と
括
り
に
評
す
る
例
が
あ
る

一
方
、
仁
斎

・
東
涯
の
文
章

に
な
る
と
、
急
に
批
語
の
数
を
増
し
て
お
り
、
こ
れ
が
ひ
と
つ
の
傾
向

と
な

っ
て
い
る
。
批
語
の
内
容
を
私
に
分
類
す
れ
ば
、
(
1
)
語
順
の
誤

り
の
指
摘
、
(2
)
「和
字
」
「和
句
」
等
、
語
彙
の
誤
用
の
指
摘
、
(3
)

不
適
当
な
修
辞
の
指
摘
、
(
4
)
叙
述
内
容
の
批
判
、
(5
)
作
者
に
対

す
る
評
判

・
批
判
、
の
凡
そ
五
点
と
な
る
。
こ
れ
ら
の
内
、
(
1
)
～

(3
)
が
批
語
の
過
半
を
占
め
て
お
り
、
即
ち
主
と
し
て
語
学
的
な
見
地

か
ら
批
語
が
施
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

現
時
点

で
祖
裸
の
伝
記
に
関
し
て
最
も
精
細
な
考
証
で
あ
る
平
石
直

昭

『
荻
生
狙
裸
年
譜
考
』

(平
凡
社

昭
59
)

に
拠

っ
て
も
、
祖
篠
が

『
名
賢
文
集
』
に
批
語
を
施
し
た
と
い
う

一
事
を
導
き
出
す
こ
と
は
で

き
な
い
。
『
譲
園
談
余
』
の
よ
う
な
、
祖
篠
の
名
に
偽
託
し
た
書
物
も
少

な
か
ら
ず
あ
る
こ
と
か
ら
、
萩
野
本
の
書
入
れ
を
何
の
手
順
も
踏
ま
ぬ

ま
ま
に
祖
篠
の
批
語
と
見
倣
す
の
は
少
々
危
険
で
あ
ろ
う
O
よ

っ
て
次

節
で
は
、
狙
裸
周
辺
の
人
物

の
証
言
を
辿
り
な
が
ら

「狙
篠
は

『名
賢

文
集
』
に
批
語
を
施
す
こ
と
が
あ

っ
た
の
か
」、
こ
の
素
朴
な
疑
問
か
ら

立
証
し
て
お
き
た
い
。

《
表

一
》
萩
野
本

「榑
桑
名
賢
文
集
」
書
き
入
れ
所
在

一
覧

は
書
入
れ
の
あ
る
こ
と
を
示
す
)

(0
印

巻

一

【
賦
類
】
林
鷲
峰

「黄
葵
賦
井
序
」
、
0
大
高
坂
芝
山

「文
章
賦
」
、
0
安
東
省
庵

「
遊

黒
崎
山
賦
」
、
0
村
田
通
信

「
東
山
春
游
賦
」、
0
伊
藤
素
安

「
秋
轟
賦
」

【
記
類
】
林
鴛
峰

「
重
脩
武
州
先
聖
殿
記
」、
同

「
国
史
館
記
附
本
朝
通
鑑
條
例
」
、
0

山
崎
闇
斎

「
恒
庵
記
」
、
○
人
見
竹
洞

「随
心
庵
記
」、
0
木
下
順
庵

「養
老
石
記
」
、

0
伊
藤
坦
庵

「聚
遠
亭
記
」、
○
伊
藤
仁
斎

「小
紫
石
圧
書
記
」
、
○
伊
藤
東
涯

「曲

肱
軒
記
」
、
O
宇
都
宮
遜
庵

「涜
石
亭
記
」
○
北
村
篤
所

「
冬
嶺
記
」
、
○
堀
玄
達

「畷

懐
堂
記
」
、
○
名
古
屋
玄
医

「納
涼
記
」、
同

「京
富
士
記
」、
松
下
見
林

「
一
休
諌
後

小
松
院
色
紙
和
歌
記
」
、
釈
玄
之

「
鐵
炮
記
」
、
○
釈
月
披

「
四
美
亭
記
」
、
0
釈
月
潭

「含
玉
軒
記
」、
0
同

「遊
高
雄
山
記
」、
○
宮
川
道
達

「黒
谷
紫
雲
石
記
」

巻
二

【
序
類
】
安
枕
窩
主
人

「八
幡
宮
本
紀
序
」
、
勘
解
由
小
路
藤
紹
光

「応
制
題
味
百
首

詩
序
」、
林
鷲
峰

「
東
国
通
鑑
序
」
、
林
鳳
岡

「鷲
峰
先
生
林
学
士
全
集
序
」
、
0
山
崎

闇
斎

「
敬
斎
箴
序
」
○
同

「近
思
録
序
」
、
○
同

「送
小
川
定
序
」
、
0
同

「
贈
山
休

序
」
、
○
佐
藤
直
方

「
四
書
便
講
序
」
、
○
浅
見
綱
斎

「某
人
字
序
」、
0
同

「講
学
鞭

策
録
序
」
、
桑
名
黙
斎

「
孟
浩
録
序
」、
0
三
宅
観
瀾

「謁
楠
公
正
成
碑
詩
序
」
、
0
木

下
順
庵

「朝
鮮
成
学
士
翠
虚
藁
序
」、
安
東
省
庵

「
四
書
道
徳
総
図
序
」
、
同

「
送
宝

蓮
上
人
序
」
、
安
東
省
庵

「送
宝
蓮
上
人
序
」
、
0
伊
藤
仁
斎

「
送
荒
川
景
元
赴
紀
州

序
」
、
0
同

「送
片
岡
宗
純
帰
柳
川
序
」
、
0
同

「文
式
序
」
、
同

「
送
肥
陽
村
上
生
帰

郷
序
」、
○
同

「題
雪
浪
堆
詩
歌
序
」
、
同

「
送
山
口
勝
隆
契
長
序
」
、
同

「魯
斎
心
法

序
」
、
同

「送
木
村
信
甫
帰
羽
州
序
」
、
伊
藤
東
涯

「贈
江
田
謙
斎
之
土
州
序
」
、
同

「送
渡
辺
正
庵
帰
国
序
」
、
同

「
贈
長
尾
誠
斎
帰
土
之
高
知
序
」
、
同

「贈
吐
山
又
庵

帰
郷
序
」
、
同

「贈
木
村
信
甫
帰
秋
田
序
」、
同

「送
人
遊
宙
序
」
、
中
島
訥
所

「
送
近

藤
好
重
之
東
都
序
」
、
南
部
草
寿

「集
義
和
書
序
」
、
藤
井
獺
斎

「
国
朝
諌
謳
録
序
」
、

松
下
見
林

「神
国
童
蒙
先
習
序
」
貝
原
好
古

「八
幡
宮
本
紀
序
」

巻
三

【論
類
】
○
朱
舜
水

「孫
子
兵
法
論
」、
0
三
宅
正
堅

「
食
肉
論
」
、
山
崎
闇
斎

「
湯
武

「206一



革
命
論
」、
安
井
真
祐

「勿
揮
改
過
論
」
、
○
伊
藤
東
涯

「
漢
文
帝
除
肉
刑
論
」
、
同

「
挑
崇
約
十
事
論
」
、
○
同

「
上
智
与
下
愚
不
移
論
」、
小
河
立
所

「万
物
備
於
我
論
」
、

貝
原
益
軒

「時
宜
論
」
、
伊
藤
坦
庵

「
源
頼
朝
論
」
、
安
東
省
庵

「公
論
論
」
、
堀
玄
達

「漢
高
帝
論
」

巻
四

【説
類
】
勘
解
由
小
路
藤
詔
光

「
四
霊
説
」、
○
山
崎
闇
斎

「作
判
命
野
中
千
説
」
、
○

伊
藤
仁
斎

「詩
説
」
、
伊
藤
東
涯

「
奇
童
説
」、
○
貝
原
益
軒

「処
死
説
」
、
0
釈
蘭
谷

「養
蘭
説
」

【
弁
類
】

○
山
崎
闇
斎

「
世
儒
剃
髪
弁
」
、
0
安
東
省
庵

「朱
陸
弁
」、
0
伊
藤
仁
斎

「儒
医
弁
」
、
0
伊
藤
東
涯

「春
秋
正
朔
弁
」
、
貝
原
益
軒

「
日
本
称
耶
麻
止
弁
」
、
0

長
岡
恭
斎

「
普
渡
慈
航
弁
」

巻
五

【
賛
類
】
○
林
読
耕
斎

「富
士
賛
」
、
○
朱
舜
水

「
楠
正
成
賛
」、
○
和
田
宗
允

「
梅
花

野
処
賛
」
、
○
長
岡
元
甫

「福
禄
寿
賛
」、
0
長
岡
恭
斎

「御
扇
竹
虎
賛
」
、
0
伊
藤
東

涯

「三
将
軍
賛
」、
釈
大
随

「
三
教
吸
酢
図
賛
」

【
伝
類
】
0
安
東
省
庵

「春
栄
伝
」
、
O
鵜
飼
練
斎

「静
伝
」
、
○
名
古
屋
玄
医

「
桐
液

先
生
伝
」
、
0
伊
藤
素
安

「
周
盈
真
人
伝
」、
○
村
上
冬
嶺

「
二
魂
伝
」

【
銘
類
】
○
山
崎
闇
斎

「
刀
銘
」
、
0
同

「
刀
銘
」
、
0
伊
藤
坦
庵

「
桜
川
研
銘
」
、
0

伊
藤
仁
斎

「青
山
石
銘
」
、
○
伊
藤
東
涯

「書
几
銘
」
、
○
釈
師
点

「和
州
平
岡
極
楽

寺
鐘
銘
井
序
」

【書
類
】
0
安
東
省
庵

「呈
柳
震
沢
詞
宗
書
」、
0
柳
川
震
沢

「答
安
東
省
庵
先
生
書
」
、

山
崎
闇
斎

「
答
片
岡
正
之
書
」
、
松
永
昌
三

「
謝
長
岡
意
丹
大
医
書
」
、
○
伊
藤
仁
斎

「答
安
東
省
庵
書
」
、
○
釈
道
香

「与
劉
東
閣
先
生
書
」
、
○
彰
城
宣
義

「答
釈
道
香

上
人
書

一
」
、
○
同

「
答
釈
道
香
上
人
書
二
」
、
長
岡
恭
斎

「謝
獺
斎
藤
徴
君
書
」
、
○

藤
井
獺
斎

「
答
長
岡
恭
斎
書
」

三

祖
篠
批
語
の
可
能
性

1

『
文
戒
』
と
の
関
連
=

そ
こ
で
、
弟

の
宇
野
士
朗
と
共
に
京
坂

へ
の
祖
裸
学
移
入
に
功
績
の

あ

っ
た
、
宇
野
明
霞
の
田
中
大
観
宛
書
順

「復

田
文
悲
書
」
(『明
霞
遺

稿
』
巻
八
所
収
)
の
中

で
、
祖
裸
が

『名
賢
文
集
』
に
批
語
を
施
し
た

こ
と
を
報
ず
る
、
次
の
よ
う
な

一
節
を
先
ず
提
示
し
て
お
く
。
本
書
腰

は
、
明
霞

の
文
に
大
観
が
加
え
た
批
評
を
受

け
取

っ
た
謝
辞
に
始
ま

り
、
以
後
文
章
批
評
論
を
展
開
す
る
。
う
ち
祖
篠
及
び
譲
園

一
門
に
筆

を
及
ぼ
し
て
日
く
、

僕
又
謂

フ
、
今
ノ
文
章
、
物
門
ノ
士

其

ノ
人
タ
ル
ト
称

ス
。
其

ノ
自
許

ス
ル
所
、
人
皆
ナ
済
南
、
文
皆
ナ
秦
漢

ニ
シ
テ
、
而
モ
亦

我

二
病

ヲ
発
セ
シ
ム
。
物
子
ノ
ゴ
ト
キ

ハ
則
チ
既

二

『文
戒
』

ヲ

著

シ
ヲ
へ
、
又

『名
賢
集
』
ナ
ル
者
ヲ
剛
潤
ス
。
是
レ
其

ノ
病
固

ヨ
リ
大
ナ
リ
O
僕
弱
冠
ノ
時
、
『文
戒
』
ト
刷
潤
ス
ル
所
ト
ノ
二
首

ヲ
得

テ
之

ヲ
覧
、
遂

二
其

レ
ガ
為

二
染
シ
ラ
ル
。
…

(原
漢
文

・
傍
点
大
庭
、
以
下
同
)

こ
こ
に
言
う

「病
」
と
は
、
引
用
箇
所
の
前
に

「足
下
自
謂
.、
有
コ
雌

黄
之
癖
一、
不
レ
能
二自
已
胎
,
乃
二以
テ
為
日
、病

ト。
鼎
不
俵
才
不
日.
能
レ

及
コ
.,文
蒜
.～而
雌
黄
之
病
固
.リ先
レ之
二　
」
と
あ
る
か
ら
、
文
章
を
添

削
す
る
癖
を
指
す
。
即
ち
、
文
章
を
自
認
す
る
現
今
の
譲
園
諸
家
の
文

章
は
、
自
分
に

「雌
黄
之
癖
」
を
発
せ
し
め
る
が
、
も
と
も
と
こ
の
癖

は
明
霞
が

「
弱
冠
時
」
即
ち
正
徳
元
年
頃
に
、
祖
篠
の
著
述

『文
戒
』

う207一



と
祖
篠
が
捌
潤
し
た

『名
賢
文
集
』
と
を
見
る
に
及
ん
で
誘
発
さ
れ
た

も
の
で
あ

る
、
と
明
言
す
る
の
で
あ
る
。

こ
こ
に
明
霞
が
、
『文
戒
』
と
祖
裸
が
刷
潤
し
た

『名
賢
文
集
』
と
を

並
置
し

て
言
及
し
た
こ
と
に
は
、
或
る
意
味

で
必
然
性
が
認
め
ら
れ

る
。
と
言
う

の
も
、
『文
戒
』
は
仁
斎

・
山
崎
闇
斎
、
お
よ
び
独
庵
玄
光

等
三
人
の
文
章
の
語
法
上
の
誤
り
を
論
駁
し
た
も
の
で
、
仁
斎
等
の
文

章
を
多
く

『名
賢
文
集
』
か
ら
採

っ
て
例
証
と
し
て
掲
げ
て
い
る
か
ら

で
あ
る
。
『
文
戒
』
は
、
祖
裸
が
古
文
辞
説
を
唱
道
す
る
以
前
に
、
朱
子

学
の
立
場

か
ら
仁
斎
の
学
説
を
批
判
し
た
第

一
著
作
と
し
て
屡
々
言
及

さ
れ
る

『
護
園
随
筆
』
五
巻
五
冊
の
附
録
と
し
て
正
徳
四
年
に
刊
行
、

現
在
の
中
国
語
学
研
究
の
レ
ベ
ル
か
ら
は
そ
の
論
駁
は
概
ね
首
肯
さ
れ

ず
、
ま
た
附
録
と
し
て
の
性
格
か
ら
、
『譲
園
随
筆
』
本
編
の
方
が
前
面

に
取
り
上
げ
ら
れ
て
影
の
薄
い
著
述
で
あ
る
が
、
吾
々
の
よ
く
耳
に
す

る
書
物
で
は
あ
る
。
従

っ
て
明
霞
が
正
徳
元
年
頃

に
手

に
し
た

『文
戒
』

と
言
う
の
は
、
未
だ
稿
本
の
ま
ま
の
写
本
で
あ

っ
た
こ
と
に
な
る
。

更
に

「
復
田
文
悲
書
」
の
後
続
箇
所
に
は
、
狙
裸
が
側
潤
し
た

『
名

賢
文
集
』

に
関
し
て
、
江
戸
の
狙
篠
の
許

へ
享
保
九
～
十
年
の
間
、
遊

学
し
た
弟
士
朗
か
ら
の
伝
聞
と
し
て
次
の
よ
う
な
言
葉
を
続
け
る
。

僕
又
之

ヲ
聞
ク
、
始
メ
物
子
文
章

ヲ
侶

ヘ
テ
循
く
ト
人
ヲ
誘
ヒ
終

日
倦

マ
ザ
ル
ト
O
士
朗
従
遊

ス
ル
ニ
及
ブ
比

ハ
、
則
チ
大

二
然
ラ

ズ
。
萄
シ
操
触
属
辞

ス
レ
バ
、
軌
チ
其
ノ
業
ヲ
許
シ
復
タ
規
ス
ル

所
無

シ
。
…
其

ノ
心

二
謂

フ
、
醒
齪
ト
。
弁
斥
ス
レ
バ
彼
ガ
志
気

ヲ
沮
ム
。
其

ノ
業
漸

二
進
メ
バ
、
自

二
其
ノ
非
ヲ
知
ラ
ン
。
不
言

ノ
教

へ
才

ヲ
育

ス
ル
ニ
庶
幾

ス
ト
。
而
シ
テ
其
ノ
刷
潤
ス
ル
所
、

筐
中

二
蔵

シ
テ
出
サ
ズ
。
…

即
ち
、
士
朗
が
遊
学
し
た
頃
に
は
、
祖
裸
は
以
前
と
異
な
り
、
文
章
に

関
し
て
放
任
主
義
を
採

っ
て
お
り
、
そ
の
刷
潤
し
た

『名
賢
文
集
』
を

秘
し
て
、
門
人
に
示
す
こ
と
は
な
か

っ
た
と
言
う
O
こ
れ
は
祖
裸
の
訓

詰
学
を
強
く
意
識
し
た
明
霞
の
発
言
で
あ
る
か
ら
、
信
頼
に
足
る
も
の

と
思
わ
れ
、
祖
裸
批
語
の
施
さ
れ
た

『名
賢
文
集
』
の
伝
本
が
少
な
い

理
由
は
、

こ
の
点
に
求
め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

以
上
、

こ
の
明
霞
の
大
観
宛
書
憤
に
拠

っ
て
、
正
徳
元
年
頃
に
は
既

に
祖
裸
が

『名
賢
文
集
』
に
批
語
を
施
し
終
え

て
い
た
こ
と
、
お
よ
び

そ
れ
は

『文
戒
』
著
述
と
関
連
が
あ
ろ
う
こ
と
、
こ
の
二
点
を
先
ず
確

認
し
て
お
き
た
い
。

こ
の
明
霞

の
書
憤
は
回
想
の
言
で
あ
る
か
ら
、
祖
篠
が

『名
賢
文
集
』

に
批
語
を
施
し
た
時
期
に
関
し
て
、
残
念
な
が
ら
時
間
的
な
正
確
さ
を

期
待
し
得
な
い
が
、
次
に
祖
篠
の
門
人
側
の
証
言
か
ら
そ
の
曖
昧
な
点

を
少
し
く
補

っ
て
お
こ
う
。
祖
裸
門
の
な
か
で
も
古
参
格
で
あ
る
安
藤

東
野
が
、
宝
永
七
年
に
太
宰
春
台
に
宛
て
た
書
腰

「
与
徳
夫
」

(『
東
野

遺
稿
』
巻
下
所
収
)

で
は
、
春
台
の
文
章
を
材
料
と
し
て
祖
裸
と
文
章

を
論
じ
た
こ
と
を
報
じ
る
が
、
祖
裸
は

「春
台

に
匹
敵
す
る
出
来
映
え

の
文
章
は
、
か
の

『名
賢
文
集
』
に
も
な
い
」
と
東
野
に
告
げ
た
こ
と

を
記
し
て
お
り
、

こ
の
頃
、
狙
裸
が
文
章
を
論
じ
る
際
、
『名
賢
文
集
』

を
強
く
意
識
し
て
い
た
消
息
を
伝
え
て
い
る
。

不
俵
近
ゴ
ロ
荻
狙
来
ト
文

ヲ
論
ズ
。
文
ヲ
論
ズ

レ
バ
、
輻
チ
未
ダ
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嘗
テ
吾
ガ
兄

(大
庭
註

・
春
台
を
さ
す
)
二
及
バ
ズ

ン
バ
ア
ラ
ズ
。

日
ク
、
吾
ガ
観
記
ス
ル
所
ヲ
以
テ
ス
ル
ニ
、
殆
ド
復
タ
吾
ガ
徳
夫

二
若

ク
者
有
ル
コ
ト
無
シ
ト
O
…
祖
来
モ
亦
タ
楊
抗

シ
テ
ロ
ヲ
容

レ
ズ
O
日
ク
、
独
リ
子
ガ
観
記
ス
ル
所
ノ
ミ

ニ
ア
ラ
ズ
、
子

独

ゾ
彼

ノ

『名
賢
文
集
』
ナ
ル
者

ヲ
見
ザ
ル
ヤ
。
徳
夫
ガ
比
ナ
ル
者
、

十

一二

有
ル
コ
ト
ヲ
得
ン
ヤ
ト
。
…

こ
の
東
野

の
記
述
は
、
祖
裸
が
宝
永
末
年
頃
に
は

『名
賢
文
集
』
に
批

語
を
施
し

は
じ
め
て
い
た
こ
と
を
示
唆
す
る
に
充
分
で
は
な
か
ろ
う

か
。

こ
の

こ
と
は
同
時
に
、
狙
裸
が

『文
戒
』
執
筆
の
準
備
に
こ
の
頃

よ
り
既
に
着
手
し
て
い
た
こ
と
を
も
示
す
こ
と
と
な
ろ
う
。

以
上
、
狙
裸
が
そ
の
著
述

『文
戒
』
と
の
関
連
の
許
に

『名
賢
文
集
』

に
批
語
を
施
し
た
で
あ
ろ
う
こ
と
、
そ
し
て
そ
の
批
語
は
宝
永
末
年
頃

に
施
さ
れ

て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
、
を
述
べ
た
。
即
ち
萩
野
本

『名
賢

文
集
』
の
書
入
れ
は
、
高
い
可
能
性
を
以
て
狙
裸
自
身

の
も
の
で
あ
る

こ
と
が
こ
れ
ら
の
事
象
か
ら
確
認
さ
れ
た
と
言

っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

四

萩
野
本
批
語

・
「
文
罫
」

「文
戒
」

で
は
萩

野
本

の
批
語
と
、
『文
戒
』
に
お
け
る

『名
賢
文
集
』
収
録
文

章

に
対
す
る
論
難
と
は
、
ど
の
よ
う
に
連
動
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

『文
戒
』

は

「第

一
戒
二
和
字
↓」
「第

二
戒
二
和
句
「」
「第

三
戒
二
和

習

一」
の
三
部
よ
り
構
成
し
て
、
仁
斎
、
闇
斎
、
玄
光
等
三
人
の
文
章
を

摘
録
し
て
批
判
の
対
象
と
す
る
が
、
そ
の
際
に
は
依
拠
し
た
書
名
を
逐

一
明
示
す
る
。
即
ち
仁
斎
の
文
章
は

『語
孟
字
義
』
(元
禄
八
年
偽
刻
、

宝
永
二
年
刊
)
、
『童
子
問
』
(宝
永
四
年
刊
)

お
よ
び

『名
賢
文
集
』
、

闇
斎
は
総
て

『名
賢
文
集
』、
玄
光
は

『漫
勃
』
(元
禄
四
年
序
刊
)

に

そ
れ
ぞ
れ
依
拠
し
、
『文
戒
』
全
九
十
条
の
内
、
『
名
賢
文
集
』
か
ら
の

引
用
は
計
二
十

一
条
に
亘
る
O
結
果
か
ら
言
え
ば
、
二
十

一
条

の
論
難

の
う
ち
、
萩
野
本
の
批
語
と

一
致
す
る
の
は
十
六
例

で
あ
る
。
残
り
の

五
例
は
、

一
致
し
な
い
と
言
う
よ
り
萩
野
本
に
批
語
が
施
さ
れ
て
い
な

い
の
で
あ
る
が
、
中

に
は
萩
野
本

の
他

の
箇
所

に
同
趣
旨
の
批
語
が
あ

る
場
合
も
あ
り
、
こ
れ
は
狙
裸
が
批
語

の
重
複
を
避
け
た
と
見
倣
せ
る

も
の
で
あ
ろ
う
。

そ
こ
で
次

に
は

「第

一
戒

二
和
字
「」
に
援
用
す
る

『名
賢
文
集
』
か

ら
の
例
証
、
お
よ
び
そ
れ
に
対
す
る
祖
裸
の
論
難
六
条
を
掲
げ
て
、
萩

野
本

の
批
語
と
対
応
さ
せ
て
み
る
こ
と
と
す
る
。

イ

又

「送
二
荒
川
景
元
「序
」

二
日
ク
、
「久
積
累
.ル
ハ為

三其
,有
ユガ

大
成

「也
。
遇
う」
ハ良
師
友
↓為
三
其
.得
ユ
ガ
命
脈
「也
」
ト
。
『名
賢
』

巻
二
二
載
ス
。

「命
脈
」

ハ
是

レ
其
ノ
家
言
、
故

二
和
字
タ
リ
。

ロ

又
日
ク
、
「就
二
正
.有
道
↓、
商
二議
.
朋
友
↓、
必
得
コ其
ノ肯
繁
↓

而
.
..後
二止
.」
ト
。
同
上

「肯
繁
」

ハ
以
テ
其
ノ

一
事

ヲ
語
ル
ト
キ

ハ
則
チ
可
ナ
リ
O
此

レ

モ
亦
其
ノ
平
生
、
徒

二
対

シ
テ
講
説

ス
ル
ガ
習
ヒ
ノ
言
ナ
ル
ヲ
以

テ
誤

マ
ル
。
故

二
和
字
タ
リ
。

先
ず
仁
斎

「送
荒
川
景
元
序
」
か
ら
の
二
条
O
共
に
萩
野
本
に
対
応
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す
る
批
語
が
無
い
例
で
あ
る
。
狙
篠
は

「
第

一
戒

和
字
.」
の
冒
頭
で

「而
講
師

経
生
別
ニ有

家
言

者
、
均
之
皆
託

用
.
..中
華
.語
,、
実
ハ

非
ズ其
,義

ニ。
最
堪

惑
.
.人
,。
則
併
..摂
.此
.」
と
、
家
塾
内

で
慣
用

す
る
語
は
中
華
の
言
語
で
は
な
い
と
述
べ
る
。
仁
斎
は
儒
学
の
伝
統

・

大
系
を

「血
脈
」
「学
脈
」
と
呼
び
、
こ
れ
を
理
解
す
る
こ
と
を
学
問
上

最
も
重
ん
じ
た
。
故
に
イ
で
こ
れ
に
似
る

「命
脈
」
な
る
語
を
古
義
堂

の
み
で
用

い
る

「家
言
」
と
し
、
和
字
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
が
、

萩
野
本
の
こ
の
箇
所
に
は
批
語
が
な
く
、

一
致
し
な
い
。
但
し

『名
賢

文
集
』
巻
四
所
収
の
仁
斎

「詩
説
」
の

「則
二
雅
三
頒
不
レ待
レ用
レ工
而

其
意
義
血
脈
皆
得

之
於
此
。」
な
る

一
節
に
、
萩
野
本
で
は

「
血
脈
彼

家
言
終
非
華
人
言
語
」
(「血
脈
」
ハ
彼
ガ
家
言
、
終
二
華
人
ノ
言
語
二
非
ズ
)
と
、

同
趣
旨
の
批
語
を
施
す
例
が
あ
る
。

《
表
二
》

ハ

又

「
詩

説

」

二
日

ク
、

「
詩

之

一
経

、
聖

人

游

戯

三
昧

.
書

也

」

ト
O

『
名
賢
』
巻
四
二
載
ス
。

「
游

戯

三
昧

」
、

語

ヲ
成

サ
ズ

。

亦

タ

其

ノ
家

言

。

同

じ

く
仁

斎

「
詩

説

」

よ

り
家

言

の
指

摘

。

萩

野

本

批

語

に

「
游

戯

三
昧

不
倣

義

亦

和

語

」

(「游
戯
三
昧
」
義
ヲ
徹
サ
ズ
。
亦
和
語
)
と

あ

り

一
致

。

二

又

「
儒

医

弁

」

二
日

ク
、

「
世

俗

有

儒

医

之

称

O

蓋

医

。
.
..而

窺

儒

,
者

、
自

阯

ニ.
其

,
為

小

道

、
且

与

巫

蜆

賎

工

伍

.
ル
,
、

而
窃

.
欲

.
ル
列

.
ニ.干

儒

二而

表

見

.
。
,
其

名

,也

。
其

.
事

固

.
リ
卑

随
叢

小

、
莫

足

深

弁

者

.
リ
　

。
然

.
,
.
世

之

貧

汚

卑

屈

、
壊

.

欲

,
無

レ厭

、

屡

試

不

レ
第

、

抑
諺

迷

昧

、

不

レ
能

二
以
自

立

一者

、

逃

け
儒

,
而

帰

日
ル
,
.
ハ
之

、

則

固

不

レ
可

レ
不

レ
為

二
世

道
之

害

一也

」

ト
。

『名
賢
』
巻
四
二
載
ス
。

『文

戒
』

部

立

第

一戒
和
字

『
文

戒

』
本

文

※

(

)
内
、
大
庭

註
記

闇
斎
先
生

「贈

山
休
序

」

ニ
日

ク
、

「唐
之
萱
閲
仙
初
為
浮
屠
、

韓
昌
黎
所
勧
去
之
」

ト
。
『名

賢
』
二

上

ノ

「
之
」

ノ
字
、

側

ク
ベ
シ
。
此

レ
転
声

二
縁

リ
テ
誤

ル
。

「
所
」

ノ
字

モ
亦
剛

ク
ベ
シ
。
此

レ

和
訓

二
縁

リ
テ
誤

ル
。
「
去
之
」
、
終

二
是

レ
和
語
。
「
教
去
之
」

二
作

ラ
バ
稽
ヤ
通
ゼ

ン
。

又

「
湯
武
革
命
論
」

二
日

ク
、

賢
』
三

「合

」

ハ
当

二

「併
」

二
作

ル
ベ
シ
。

「論
語
独
謂
武
未
尽
善
。

而
集
注
合
湯
謂
之
者

何
耶

」

ト
。
「名

下

ノ

「
謂

」

ハ
当

二

「
言

」

二
作

ル

ベ

シ
。

萩

野

本

批

語

「所
勧
去
之
」

字
不
文
暁
。

和
語

「去
之
」

該
当
す
る
批
語
な
し

備

考

闇
斎

同
右
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第
二
戒
和
句

又
日
ク
、

「孟
子
答
斉
宣
問
湯
武
放
伐
、
日
諌
紺
而
不
及
伐
桀
」

「
日
」

ハ
当

二

「
言
」

二
作

ル
ベ
シ
。
亦
和
訓

二
縁
リ

テ
誤

ル
。

ト
。

同
上

(『名
賢
文
集
』
巻
三
)

又

日

ク
、

巻
三
)

「遂

」

ハ
当

二

「湯
放
桀
得
天
下
、

則
難
有
放
伐
之
異
、

「
終
」

二
作

ル
ベ
シ
。

而
遂
与
武
王
同
　
」

ト
。
同
上

(「名
賢
文
集
』

又

「
世
儒
剃
髪
弁

」

二
日

ク
、

「
我
国
自
古
、
王
公
未
嘗
剃
髪
。
中
葉
以
降
、

士
民
之
俗

、
円

剃
頂

髪
束

其
蝕
髪

於
後
而

断
其
端

焉
。
然
則

世
儒
剃

髪
。
是
其
党

之
俗

而
非

天
下
之

俗
也
」

ト
。
「名
賢
』
巻
四

此

ノ

「
天
下
」
、

我
国

ヲ
指

ス
。

而

レ
ド
モ
唯

ダ
中
国

ノ
ミ
天
下

ト
称

ス
ル

コ
ト
ヲ
得
。

亦
平
生
常

言

ノ
称

ス
ル
所

二
縁

リ

テ
誤

ル
。

又

「圧
書
小
紫
石
記
」

二
日
ク
、

「若
吾
小
河
君
頽
然

一
翁
也
。

然
雅
尊
経
籍
、

嗜
倭
歌
、

尤

好
聚
奇
書
。

遇
於
凡
故
家
之
弊
筐
、
好
事
之
姦
蘇

・
秘
記

・
奥
牒

・
残
簡

・
旧
腰
、
所
未

嘗
見

之
書

、
蔑

不
干
求
乞
仮
、
謄

写
輯
録
、
以
蔵
之
於
家
」

ト
。
『扶
桑
名
賢
』
第
一
巻
二
載
ス

「
凡
」

ノ
字

ハ
当

二

「
遇
」

ノ
字

ノ
上

二
在

ル
ベ
シ
。

傍

チ

「
於
」

ノ
字

ヲ
剛
キ

テ
乃
チ
可
ナ
リ
。

「
凡
」

二
字

ハ
自

ラ
下

二
在

ル
者
有

リ
。

此

ト
同
ジ
カ

ラ
ズ
。

又
此

ノ
方

ヲ

「
倭
」

卜
称

ス
ル
ガ
ゴ

ト
キ
、
本
佳
称

二
非
ズ
。
故

二
本
邦
自

ラ

「
和
」

ヲ
以

テ
之

二
代

ヘ
ル
。
而

ル

ニ
近
歳

ノ
学
者
、
頗

ル
本
邦

ヲ
称

シ
テ
本
朝

ト
為

ス
者

ノ
、

非
タ

ル
コ
ト

ヲ
識

レ
ド

モ
、

「
和
」

ハ
諸

ヲ

「
倭
」

二
比

ス

レ
バ
、
反

リ
テ
雅
名

タ
ル

コ
ト
ヲ
識

ラ
ズ
。
但
ダ
其

ノ
造
語

ノ
択

バ
ザ

ル
ニ
属

シ
テ
、
和
字

・
和
句

ノ
病

ム
所

二
非
ザ

ル
ヲ
以

テ
ノ
故

二
此

二
附
言

ス
。

又

「
送
荒
川
景
元
序

」

二
日
ク
、

「其
悦
者
私
景
元
者
也
。

褒
者
羨
景
元
者

也
。

而
疎
遠
者
也
。
憂
者
愛
景
元
而
欲
深
成
之
者

也
」
ト
。

『名
賢
』
二

「
深
」

ハ
当

二

「
愛
」

ノ
上

二
在

ル
ベ

シ
。

惜
者
知
景
元

又
日

ク
、

「今
若
景
元
之
学
、

未
必
及
乎
古
人
。

而
其
褒
之
者
、

元
者
憂
至
深
也
。
豊

不
宜
哉
」

ト
。
同
上

(『名
賢
文
集
』
巻
二
)

「
非
直
」

ハ
当

二

「直
非
」

二
作

ル
ベ
シ
。

非
直
以
賢
良
称
之
。
則
愛
景

該
当
す
る
批
語
な
し

該
当
す
る
批
語
な
し

「
天
下
」
和
語
。

「遇
於

凡
」
顛
倒
。

「
深
成
」
顛
倒
。

「
非
直
」
顛
倒
。

同
右

同
右

同
右

仁
斎

同
右

同
右
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第
三
戒
和
習

又

「送
片
岡
宗
純
序
」

二
日
ク
、

「
故
吾
始
焉
而
悦
之
、

晩
焉
而

厭
之

、
而
又
最
後
思
其
或
有

自
屹
然
於
流

俗
之
中
、

而
潜
心
聖
賢
之
大
業
者
、
在
干
其
間
　
」

ト
。
同
上

(『名
賢
文
集
』
巻
二
)

「
又
」

ノ
字

ハ
当

二

「
最
後
」

ノ
下

二
在

ル
ベ
シ
。

又
日
ク
、
「
嘗
我
従
祖
来

自
播

陽
。
往

見
之
」

ト
。

「
嘗
」

ノ
字

ハ
当

二

「祖

」

ノ
字

ノ
下

二
在

ル
ベ
シ
。

同
上

(「名
賢
文
集
』
巻
二
)

又

「
青
山
石
銘
」

二
日
ク
、

「頃
士
人
、

嘗
持
其
石
来
干
京
師
、

名
与
詞
。
公
視
之

愛
玩
不
置
。
便
賜

以
倭
歌

及
青
山
佳
名
」

ト
。

改

メ
テ

「
賜
名
青

山
」

及
ビ

「和
歌

一
首
」

二
作

ラ
バ
乃

チ
可

ナ
リ
。

見
干
前
右
丞
相
藤
公
、

『名
賢
』
巻
五
二
載
ス

求
其

闇
斎
先
生

文
集
』
巻
二
)

「
其
無
階
梯
也

」
「
近
思
録
序
」

二
日
ク
、
「
孟
子
没
而
聖
学
不
伝
者
、
其
無
此
階
梯
也
」

ト
。
(「名
賢

ハ
終

二
是

レ
和
習
。

「其
」

ノ
字

ヲ
削
去

シ
テ
稽

ヤ
通
ゼ

ン
。

又
日
ク
、
「夫
学
之
道
在
致
知

・
力
行
之

二
、
而
存
養
則
貫
其

二
者
也
」

ト
。
(「名
賢
文
集
」
巻
二
)

或

ハ

「
夫
学

之
道

在
知
行
而
存
養

工
夫
実
貫

二
者
」

ト
イ

フ
ニ
作

ラ
バ
、
稽

ヤ
可

ナ
リ
。

又
日
ク
、
「難

何
北
山
著
発
揮
、

是

レ
懸
度

ノ
語

二
似
タ
リ
。

恐

微

言

未

折

也

」

ト
。

(「名
賢
文
集
』
巻
二
)

又
日
ク
、
「
玉
山
講
義
発
揮
四
子
。
労

通
情
也
」

ト
。

(「名
賢
文
集
』
巻
二
)

古
語

ヲ
剥
取
リ

テ
嵌

ス
ル
ニ
新
字

ヲ
以

テ
ス
。
都

テ
変
化
勇
裁

ノ
手
段
無

シ
。
観
然

タ
ル
面
目
醜

ス

ベ
シ
。
師
練

ガ

『
釈
書
』

ノ
中
度
捻

論
聚
分
韻
略

ノ
序
中

二
之

レ
有

リ
。
而

シ
テ
昧
者
、
賛
嘆

シ
テ

以

テ
巧
妙

ト
謂

フ
。
沿
襲

套

ヲ
作

シ
、
酒

々
ト

シ
テ
皆

ナ
是

ナ
リ
。

「
又
最
後
」
顛
倒
。

「
嘗
」
顛
倒
。

「
青
山
佳
名
」
和
語
。

「
其
」
字
不
是
。

「
在
致
知
力
行

之
二
」
和

語
。

「
貫
」
和
語
。

「
恐
」
不
是
。

乍
似
古
文

同
右

同
右

仁
斎

闇
斎

同
右

同
右

同
右
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下

ノ

「
固

」
、

当

二

「
誠

」

二
作

ル
ベ

シ
。

同

じ

く

仁

斎

「
儒

医

弁

」

か

ら

の

一
条

。

萩

野

本

批

語

に

「
固

字

義

錯

」

(「
固
」
ノ
字
義
、
錯
)
と

あ

り

一
致

。

ホ

又

日

ク
、

「
昔

者

斉

之

野

ニ
有
下
売

二
石

之

似

ワ
玉

二者

上
。

欲

レ
増

⊃
,

其

.
価

,
O

怯

人

之

不

.

.
,
,
求

」

ト
。

同
上

(『名
賢
文
集
』
巻
四
)

「
怯

」

ハ
是

レ

「
勇

」

ノ
反
、

故

二
其

ノ
酒

用

ス

ル
者

、

亦

畏

揮

ノ
意

有

リ
。

此

レ
訓

ノ
同

ジ

キ

ニ
縁

テ
誤

マ

ツ
。

萩

野

本

批

語

に

「
怯

字

義

錯
」

(「怯
」
ノ
字
義
、
錯
)
と

あ

り

一
致

。



へ

又
日
ク
、
「然
.,ア而
爾
,後
」

ト
O

同
上

(『名
賢
文
集
』
巻
四
)

「
然
」
「爾
」

一
ヲ
去
リ
テ
可
ナ
リ
。
此

レ

「爾
」
字
ノ
和
訓
、

「
其
」
字
ト
同
ジ
キ
ヲ
以
テ
ノ
故

二
誤

マ
ツ
。

萩
野
本
批

語
に

「然
而
爾
後
和
語
」
(「然
而
爾
後
」
和
語
)
と
あ
り

一
致
。

右

の
よ
う
に
、
「第

一
戒
二
和
字

う」

の
論
難
六
条
と
萩
野
本

の
批
語

と
を
対
応

さ
せ
た
が
、
簡
潔
な
批
語
を
敷
術
す
る
か
た
ち
で

『文
戒
』

の
論
難
が
形
成
さ
れ
て
い
く
過
程
が
看
て
取
れ
る
で
あ
ろ
う
。
次
に
残

り
の
十
五
条
を
も
表

の
か
た
ち

で
萩
野
本
批
語
と
対
応
さ
せ
て
お
く

《表
二
》。

以
上
、
記
述
が
や
や
雑
然
と
し
た
が
、
二
十

一
条
に
亘

っ
て

『文
戒
』

に
援
用
さ
れ
る

『名
賢
文
集
』
収
録
文
章
に
対
す
る
狙
裸

の
論
難
の
う

ち
、
十
六
条
が
萩
野
本
批
語
と
対
応
す
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
こ
の
こ

と
は
、
祖
篠
が

『
文
戒
』
を
著
述
す
る
際
、
そ
の
覚
書
程
度
に

『名
賢

文
集
』

に
批
語
を
施
し
た
、
そ
れ
が
萩
野
本
の
書
入
れ
で
あ
る
こ
と
を

示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。

さ
て
叙
上

の
考
察
か
ら
、
萩
野
本
批
語
1

『文
戒
』
と
い
う
関
連

を
明
ら
か
に
し
た
が
、
す
れ
ば
、
従
来

『文
戒
』
の
初
稿
と
推
測
さ
れ

る
狙
裸
の
散
侠
著
書

『文
罫
』
を
考
え
る
上
で
も
、
こ
の
萩
野
本

の
批

語
は
有
効
性
を
発
揮
す
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

服
部
南
郭
が
師
の
著
書
を
刷
定
し
た

「物
夫
子
著
述
書
目
記
」
(宝
暦

三
年
春
撰
、
同
年
刊
の
祖
裸
著

『中
庸
解
』
末
尾
に
附
す
)
に
は
、
こ

の

『文
罫
』

に
関
し
て

「文
罫

一
巻
/
右
初
年
所
作
。
前
已
焚
殿
」
と

記
す
O
確
か

に
本
書
が
罹
災
し
た
と
い
う
事
実
は
、
享
保
六
年
四
月
十

三
日
執
筆
と
考
証
さ
れ
る
、
狙
裸
の
薮
慎
庵
宛
国
字
順
に
、

一
、
『文
罫
』
藁
焼
亡
候
。
文
字
ノ
顛
倒
之
事
を
書
申
候
。
文
章
会

得
し
た
る
上

二
て
口
を
き
ゝ
候
た
り

ニ
ハ
、
成
可
申
候

へ
共
、
文

章
を
学
候
為

ニ
ハ
曾
而
成
不
申
物
故
、
焼
亡
之
後
、
取
立
不
申
候
。

と
い
う
条
り
が
あ
り
、
祖
篠
自
身
の
言
に
拠

っ
て
確
認
さ
れ
る
。
現
在

手
に
し
得
る
写
本

『文
罫
』
は
、
『日
本
諸
家
人
物
誌
』
(寛
政
十
二
年

刊
)

の
祖
裸
の
項
に

『文
罫
』
を
述
べ
て

此
火
災

ニ
カ

・
リ
テ
世

二
伝

ハ
ラ
ズ
。
近
来
書
騨
ノ
手

二
写
本

ニ

テ
行

ハ
ル
・
ハ
、
『譲
園
随
筆
』
ノ
附
録

ニ
ノ
セ
タ
ル

『文
戒
』
ヲ

写
本

ニ
シ
テ
利
ヲ
射
ル
モ
ノ

・
、
標
題
ヲ
ヌ
ス
ミ
タ
ル
ナ
リ
。

と
あ
る
ご
と
く
、
『文
戒
』
を
敷
き
写
し
に
し
た
も
の
で
あ
り
、
『文
戒
』

と
異
な
る
の
は
、
末
尾
に

『
名
賢
文
集
』
巻
五
所
収

の
安
東
省
庵

「春

栄
伝
」、

鵜
飼
練
斎

「静
伝
」

の
二
首
を
刷
潤

し
て
み
せ
る
処

で
あ
る

が
、
そ
の
批
語
は
簡
単
な
語
句

の
註
記
に
終
止

し
て
副
潤
の
体
を
成
し

て
お
ら
ず
、
勿
論
萩
野
本

の
批
語
と
も

一
致
し
な
い
。
例
え
ば
、
内
閣

文
庫
蔵

『文
罫
』
(写
本

一
冊
)
の
末
尾
に
は

「
丙
午
之
冬
於
譲
薗
家
塾

書
写
」
等
と
思
わ
せ
ぶ
り
な
識
語
を
備
え
る
が
、
そ
れ
が
却

っ
て
い
か

が
わ
し
い
偽
書
の
雰
囲
気
を

一
層
強
め
て
い
る
。

し
か
し
罹
災
す
る
以
前
の

『文
罫
』
は
前
引

の
慎
庵
宛
国
字
順
で
狙

裸
が
告
げ
る
よ
う
に
、
『文
戒
』
と
同
様

「文
字

ノ
顛
倒
之
事
」
を
詳
述

し
た
も
の
で
あ

っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
く
、
吉
川
幸
次
郎

「狙
裸
学
案
」

以
来
、
『文
罫
』

は

『文
戒
』

の
初
稿
と
す
る
説
が
踏
襲
さ
れ
て
今
に
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至

っ
て
い
る
。
筆
者
は
こ
の
見
解
の
根
拠
を
掴
み
得
て
い
な
い
が
、
『
狙

裸
集
』
書
部

の
記
述
で
本
書
を
辿

っ
て
み
る
と
、
正
徳
元
年
執
筆
山
県

周
南
宛
書
順

「与
懸
次
公
」
第
三
書

(巻
二

一
所
収
)
に
、

予

『文
罫
』
ヲ
作
ル
。
備

三
言
フ
、
華
人
ノ
言
語

ハ
、
綾
カ

ニ
ロ

ヨ
リ
出
ヅ

レ
バ
韓
チ
天
秩
有
リ
。
位
置
森
然
ト
シ
テ
、
得
テ
素

ス

ベ
カ
ラ
ザ
ル
者
有
リ
ト
。
稿
未
ダ
成
ラ
ズ
。
成
レ
バ
将

二
寄
セ
ン

ト
ス
O

…

と
、
『文
罫
』
を
執
筆
中

で
あ
る
こ
と
を
伝
え
、
ま
た
翌
正
徳
二
年
初
夏

執
筆
の
入
江
若
水
宛
書
順

「与
江
若
水
」
第
五
書

(巻
二
六
所
収
)

に

は
、

独
リ
此

ノ
方
近
来
、
却
テ
聡
慧

ニ
シ
テ
筆
受

二
堪

ヘ
ル
者
少
キ
ヲ

苦
シ
ム
ノ
ミ
。
換
図

(安
藤
東
野
)
工
夫
没
ク
、
亦

『文
罫
』

ヲ

写
シ
テ
足
下
ノ
人
情
ヲ
作
ス
コ
ト
能

ハ
ズ
。
…

と
、
『文
罫
』
の
執
筆
を
終
え
て
そ
の
稿
本
を
清
書
す
る
段
階

に
あ
る
こ

と
を
言
う
か
ら
、
該
書
の
成
立
は
正
徳
元

・
二
年
の
交
、
即
ち

『文
戒
』

を
執
筆
す
べ
く
狙
篠
が

『名
賢
文
集
』
を
馴
潤
し
た
宝
永
末
年
と
極
く

自
然
に
連
動
す
る
。

『文
罫
』
を

『文
戒
』
の
初
稿
と
見
倣
す
に
は
若
干
の
疑
義
が
残
る

と
し
て
も
、
萩
野
本
の
批
語
は

『文
戒
』

一
部

の
淵
原
で
あ
り
、
且

つ

『文
戒
』
に
活
か
さ
れ
な
か

っ
た
多
く
の
情
報
量
を
有
す
る
の
で
あ
る

か
ら
、
『文
罫
』
の
淵
原
で
も
あ

っ
た
可
能
性
も
そ
こ
に
十
分

に
考
慮
さ

れ
ね
ば
な
る
ま
い
。
萩
野
本
の
批
語
は
、
伝
存
し
な
い

『文
罫
』

の
趣

を
も
具
体
的

に
伝
え
る
も
の
と
看
て
よ
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

五

征
徐
の
元
禄
名
賢
評

第
二
節

で
見
た
よ
う
に
、
萩
野
本
の
批
語
の
内
に
は

『文
戒
』
に
取

り
入
れ
ら
れ
な
か

っ
た
、
『名
賢
文
集
』
収
録
作
者
に
対
す
る
祖
裸
の
評

判
が
存
す
る
。
公
表
さ
れ
ぬ
覚
書
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
だ
け
に
宝
永
正

徳

の
交

の
狙
裸

の
思
惑
が
如
実
に
投
影
さ
れ
て
い
る
と
も
言
え
る
。
即

ち
、

こ
れ
ら
の
批
語
を
見
る
こ
と
は
祖
裸
と
い
う
当
代
人
の
眼
を
通
し

て
元
禄
文
壇
を
見
渡
す

こ
と
に
も
繋
が
る
で
あ

ろ
う
。
よ
っ
て
本
節
で

は
、
し
ば
ら
く
祖
裸

の
元
禄
名
賢
評
を
点
綴
す

る
こ
と
と
す
る
。

『譲
園
随
筆
』

の
執
筆
意
図
は
仁
斎
の
学
説

の
論
駁
に
在
り
、
従

っ

て
萩
野
本

の
批
語
も
古
義
堂
派
に
は
厳
し
い
。
例
え
ば
仁
斎

「青
山
石

銘
井
序
」
(巻
五
)
の
銘
の
部
分
に
評
し
て
日
く
、
「比
諸
中
華
名
賢
箴

銘
簡
短
者
殊
覚
欠
斤
両
文
章
之
法
大
者
縮
之
使
小
く
者
拡
之
使
大
故
雌

小
無
不
足
錐
大
無
所
溢
今
観
此
等
文
只
是
小
耳
」
(諸
ヲ
中
華
名
賢
ノ
箴
・
銘

ノ
簡
短
ナ
ル
者
二
比
ブ
レ
バ
、
殊
二
斤
両
ヲ
欠
ク
ヲ
覚
ユ
。
文
章
ノ
法
、
大
ナ
ル
者
ハ
之
ヲ

縮
メ
テ
小
ナ
ラ
シ
メ
、
小
ナ
ル
者
ハ
之
ヲ
拡
メ
テ
大
ナ
ラ
シ
ム
。
故
二
小
ナ
リ
ト
雌
ド
モ
不

足
無
ク
、
大
ナ
リ
ト
難
ド
モ
溢
ル
ル
所
無
シ
。
今
此
等
ノ
文
ヲ
観
ル
ニ
、
只
ダ
是
レ
小
ナ
ル

ヲ
覚
ユ
ル
ノ
ミ
)
と
、
文
体

へ
の
論
駁
は
口
を
極
め
、
そ
の
饒
舌
は
単
な
る

批
語
と
い
う
に
留
ま
ら
ず
、
も
は
や
雑
言
に
近

い
も
の
が
あ
る
。

そ
の
他
京
儒
と
し
て
は
闇
斎
の
崎
門
派
に
殊

に
厳
し
い
批
語
を
施
し

て
い
る
。
狙
裸
は
、
講
釈
を
重
視
す
る
崎
門
派

の
学
問
を
俗
学
と
し
て

嫌
い
、
『
譲
園
随
筆
』
巻
二
で
は

「而
..
及
ユ
闇
斎
.
ル者
出
↓
二、
海
内
靡
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然
,.
ぐ

響
日風
。。
凡
.為
3経
生

一者
ハ皆
其
.蝕
流
。
然
,
.其
.人
始
逃
叶.

禅
,而
帰
「
於
儒
一二。
逃
叶
テ儒
,而
又
帰

う」於
巫
祝
～。
其
.於
コ
聖
人
之
道
一.

実
二無
=
,所
レ見
者
可
レ知
焉
」
と
、
暗
に
そ
の
学
説
が
神
道

へ
傾
斜
し
た

こ
と
へ
の
批
判
を
ほ
の
め
か
す
が
、

闇
斎

「作
判
命
野
中
千
説
」

(巻

四
)
の
批
語
で
は

「此
篇
宮
日
解
経
及
学
神
道
造
創
秘
訣
証
惑
童
蒙
者

其
端
見
焉
」
(此
ノ
篇
、
官
日
経
ヲ
解
ス
ル
ニ
神
道
ヲ
学
ビ
、
秘
訣
ヲ
造
創
シ
テ
童
蒙
ヲ

証
惑
ス
ル
ニ
及
ブ
者
、
其
ノ
端
焉
二
見
ユ
)
等
と
、
赤
裸
々
な
垂
加
流
闇
斎
学

へ

の
批
判
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

し
か
し
古
義
堂
派
、
崎
門
派
以
外

の
京
儒
に
は
、
松
下
見
林

「
一
休

諌
後
小
松
院
色
紙
和
歌
記
」
(巻

一
)
に

「
不
足
論
」
(論
ズ
ル
ニ
足
ラ
ズ
)、

宮
川

一
翠

「黒
谷
紫
雲
石
記
」
(巻

一
)
に

「
不
容
評
」
(評
ヲ
容
レ
ズ
)、

長
岡
恭
斎

「晋
渡
慈
航
弁
」
(巻
四
)
に

「不
容
評
」
(評
ヲ
容
レ
ズ
)
等
と

歯
牙
に
も
掛

け
て
い
な
い
O
こ
の
こ
と
は
、
祖
裸
が
京
儒
を
批
判
す
る

際
、
そ
の
矛
先
は
畢
寛
、
古
義
堂
派
、
崎
門
派
に
向
け
ら
れ
て
い
た
こ

と
を
示
す

で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
京
儒
の
内
で
珍
し
く
賛
辞
を
与
え
て
い
る
例
が
あ
る
。
那

波
活
所
門

の
村
上
友
詮

「二
魂
伝
」
(巻
五
)
に

「妙
文
編
中
莫
有
鋸
其

上
者
」
(妙
文
。
編
中
、
其
ノ
上
二
据
ル
者
無
シ
)
と
評
し
、
ま
た
闇
斎
門
の
鵜
飼

練
斎

(通
称
金
平
)
「静
伝
」
(巻
五
)
に
は
、
冒
頭

「金
平
亦
奇
才
」

(金
平
亦
タ
奇
才
)
と
そ
の
文
才

の
あ
る
こ
と
を
言
い
、
末
尾
の
評

「酷
肖

史
遷
」
(史
遷
ニ
酷
肖
ス
)、
即
ち

「司
馬
遷
に
匹
敵
す
る
出
来
で
あ
る
」
と

言
う
。

こ
れ
ら
は
他
の
京
儒

へ
の
酷
評
を
考
え
れ
ば
最
大
の
賛
辞
で
あ

ろ
う
。
狙
裸

が
能
文
家
と
し
て
独
庵
玄
光
を
推
し
た
こ
と
は

『譲
園
随

筆
』
巻
四
に
見
え
る
が
、
友
詮
、
練
斎
も
ま
た
狙
裸
が
認
め
る
人
物

だ

っ
た
の
で
あ
る
。

『
名
賢
文
集
』
に
は
江
戸
の
儒
者
と
し
て
、
林
家

一
門

の
文
章
を
多

く
収
め
る
。
即
ち
、
林
鴛
峰
三
首
、
林
読
耕
斎

一
首
、
林
鳳
岡

一
首
、

鷲
峰
門

の
人
見
竹
洞

一
首
、
羅
山
門

の
和
田
宗
允

一
首

で
あ
る
が
、
う

ち
鷲
峰
、
鳳
岡

の
文
章
に
は
批
語
が
な
く
、
他

の
三
人
に
は
そ
れ
が
存

す
る
。

こ
れ
は
、
狙
裸
が
延
宝
五
年
十
二
歳
で
林
家
に
入
門
し
て
、
そ

こ
で
直
接
師
事
し
た
の
が
鷲
峰
、
鳳
岡
で
あ
り
、
師
の
文
章
に
批
語
を

施
す
こ
と
に
は
忌
揮
の
念
が
は
た
ら
い
た
故
で
あ
ろ
う
。

一
方
、
読
耕

斎
は
早
く
万
治
四
年
に
没
し

て
狙
裸
は
見
え
た
こ
と
な
く
、
ま
た
竹

洞
、
宗
允
は
謂
わ
ば
林
家
の
傍
流
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
が
は
た
ら
か
な

か

っ
た
と
解
す
れ
ば

一
応
説
明
は

つ
く
。

熱
海
近
郊
の
勝
景
を
叙
し
た
竹
洞

「随
心
庵

記
」
(巻

一
)
に
は

「熱

海
之
海
濱
熱
海
之
温
泉
不
見
其
佳
覚
其
冗
」
(熱
海
ノ
海
濱
、
熱
海
ノ
温
泉
、
其

ノ
佳
ナ
ル
ヲ
見
ズ
。
其
ノ
冗
ナ
ル
ヲ
覚
ユ
)、
宗
允

「梅
花
野
処
賛
」
(巻
五
)
に

は

「冗
不
可
言
」
(冗
ナ
ル
コ
ト
言
フ
ベ
カ
ラ
ズ
)、
「
不
成
意
又
只
是
口
訥
者

該
譜
」
(意
ヲ
成
サ
ズ
。
又
只
ダ
是
レ
ロ
訥
者
ノ
譲
譜
ナ
ル
ノ
ミ
)
と
批
語
は
頗
る
厳

し
い
が
、
読
耕
斎

「富
士
賛
」
(巻
五
)
に
は
、
よ
り
厳
し
い
筆
諜
を
二

つ
加
え
る
。
読
耕
斎
の
賛
と
共
に
狙
裸
の
批
語
を
次
に
掲
げ
よ
う

(括

弧
内
祖
篠
批
語
)
O

富
士
賛

読
耕
子
林
春
徳

(覆
圧
二
字
極
不
穏
坐
不
読
阿
房
宮
賦
耳
)

幡
二根
.干
三
州
↓。
覆
二
圧
.干
十
五
州
「。
豊
、唯
扶
桑
国
裏
之
.喬
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嶽

而

已

哉

.
ヤ
。

義

楚

筆

日
之

.
。

景

濠

唱

一之

,
。

仲

和

吟

"
之

,
。

中

華

.
亦

夕
知

ル
其

,
名

,
。

鳴

呼

偉

.
ル　

乎

。

二

(只
是
中
華
知
名
未
必
偉
　
乎
林
家
議
論
毎
毎
如
此
)

前
者
は

「「
覆
圧
」
ノ
二
字
、
極
メ
テ
穏
ナ
ラ
ズ
O
坐
シ
テ

「阿
房
宮

ノ
賦
」

ヲ
読

マ
ザ
ル
ノ
ミ
」
と
、
冒
頭
の

「覆
圧
」
な
る
語
の
誤
用
を

指
摘
す
る
。
『
古
文
真
宝
後
集
』
所
載
の
杜
牧
之

「阿
房
宮
賦
」
に

「蜀

山
兀
阿
房
出
。
覆
圧
三
百
里
。
隔
離
天
日
。
…
」
と
あ
り
、
初
学
者
の

必
読
書
で
あ

る

『古
文
真
宝
』
の
こ
の
箇
所
を
精
読
せ
ぬ
た
め
に
こ
ん

な
誤
用
を
犯

し
た
、
と
の
評
は
こ
の
上
も
な
い
皮
肉
で
あ
る
。
ま
た
後

者
は
後
半
部

に
関
し
て
、
「
只
ダ
是

レ
中
華

名

ヲ
知
ル
ノ
ミ
。
未
ダ
必

ズ
シ
モ
偉
ナ
ラ
ザ
ル
カ
」
、
即
ち
、
中
華
の
人
が
富
士
の
名
を
知
る
か
ら

と
て
、
以
て
富
士
が
偉
大
だ
と
言
う
の
は
如
何
と
、
そ
の
論
旨
の
運
び

を
難
じ
、
「
林
家
の
議
論
は
何
時
も
こ
ん
な
調
子
だ
」
と
嘲
笑
す
る
。
祖

篠
は
元
禄
九
年
に
柳
沢
家
に
仕
官
し
て
以
来
、
綱
吉
の
御
前
で
鳳
岡
と

経
書
の
問
答
を
重
ね
て
い
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
こ
の
批
語
は

一
層
現

実
味
を
帯
び

て
聞
こ
え
て
く
る
。

元
禄
期
に
は
大
坂
は
学
問
的
に
は
未
開
の
地
で
あ
り
、
京

・
江
戸
に

嗣
ぐ
文
教
の
地
は
長
崎
で
あ
る
。
長
崎
を
唯

一
の
流
入
口
と
し
て
齎
ら

さ
れ
る
明
末
清
初
の
文
化
は
当
時
の
学
者
文
人
に
と

っ
て
垂
誕
の
的

で

あ
り
、
そ
の
享
受
の
成
果
が
徐
々
に
京

・
江
戸

へ
浸
透
し
た
こ
と
が
、

元
禄
と
い
う
時
代
の
特
性
で
あ

っ
た
。
祖
裸
と
て
も
そ
う
し
た
風
潮
の

中
に
在

っ
た
筈
で
あ
る
が
、
前
時
代
の
学
問
を
超
克
す
る
た
め
に
は
、

こ
う
し
た
風
潮
を
も
批
判
的
に
再
検
討
し
て
い
た
こ
と
が
、
萩
野
本

の

批
語
か
ら
窺
え
る
。

安
東
省
庵
が
木
下
順
庵
門
の
柳
川
震
沢
に
宛

て
た
書
順

「呈
柳
震
沢

詞
宗
書
」

(巻
五
)

の
な
か
で
、

天
和
二
年
の
韓
使
唱
和
詩
を
集
め
た

『和
韓
唱
酬
集
』
(天
和
三
年
刊
)
に
言
及
し
て

「若
.中
国
.大
儒
来
..パ

則
、
以
.唱
酬
集
,為

続
朝
之
策
、、
使
..之
知

,.吾
国
.有
.,
,人
　
」
と

言
う
条
り
に
、
評
を
施
し
て
日
く
、
「中
国
大
儒
縁
何
来
長
崎
想
其
口
舜

水
為
大
儒
者
均
是
夢
黄
鵠
之
俗
習
耳
」
(中
国
ノ
大
儒
何
二
縁
テ
長
崎
二
来
ラ
ン

ヤ
。
想
フ
ニ
其
ノ
舜
水
ヲ
ロ
ニ
シ
テ
大
儒
ト
為
ス
ハ
、
均
シ
ク
是
レ
黄
鵠
ヲ
夢
ミ
ル
ノ
俗
習

ノ
ミ
)
と
。
朱
舜
水
は
寛
文
五
年
、
水
戸
藩
に
儒
礼
を
以
て
聰
せ
ら
れ
て

同
藩
の
文
教
政
策
に
功
績
を
残
し
た
。
そ
れ
以
前

の
長
崎
流
寓
時
に
は

省
庵
が
俸
禄
を
割
い
て
生
活
を
扶
け
、
師
事
し
た
こ
と
周
知
の
通
り
で

あ
り
、
故

に
祖
裸
は
批
語

で
こ
の
こ
と
に
敢
え

て
言
及
し
た
の
で
あ
ろ

う
。
舜
水
を
口
に
す
る
際
、

一
方

で
こ
う
し
た
反
感
を
祖
裸
が
持

っ
て

い
た
こ
と
は
確
認
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
当

の
舜
水
に
対
し
て
は
、

中
国
人
の
文
章

に
は
さ
す
が
に
和
字

・
和
句

・
顛
倒
の
論
難
は
加
え
ぬ

も
の
の
、
「孫
子
兵
法
論
」
(巻
三
)
に

「ロ
バ是
坐
不
読
孫
子
書
耳
所
謂

使
寸
木
高
於
峯
楼
者
也
」
(只
ダ
是
レ
坐
シ
テ
『孫
子
』
ノ
書
ヲ
読
マ
ザ
ル
ノ
ミ
。
所

謂
寸
木
ヲ
シ
テ
苓
楼
ヨ
リ
高
カ
ラ
シ
ム
ル
者
ナ
リ
)
と
そ

の
論
旨
を
難
じ
、

或
い

は

「楠
正
成
賛
」
(巻
五
)
に

「若
楠
公
可
不
謂
天
下
之
士
乎
国
史
無
双

欺
然
覚
其
小
耳
」

(楠
公
ノ
ゴ
ト
キ
天
下
ノ
士
ト
謂
ハ
ザ
ル
ベ
キ
カ
。
国
史
無
双
ナ
ル

カ
。
然
ド
モ
其
ノ
小
ナ
ル
ヲ
覚
ユ
ル
ノ
ミ
)
と
、
楠
木
正
成
を
是
と
す
る
舜
水
の

史
観
を
批
判
す
る
O

ま
た
隠
元
隆
碕

の
内
通
事
を
勤
め
た
長
崎

の
大
通
事

・
彰
城
宣
義
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「
答
釈
道
香
書

(
一
)」
(巻
五
)
を

「
西
州
之
嵩
錐
然
徒
熟
俗
語
寛
欠

学
問
」
(西
州
ノ
嶺
ナ
リ
。
然
リ
ト
錐
ド
モ
徒
二
俗
語
二
熟
シ
、
寛
二
学
問
ヲ
欠
ク
)
と

一
蹴
す
る
。
正
徳
元
年
に
は
岡
島
冠
山
を
師
に
迎
え
て
中
国
語
学
習
結

社

「
訳
社
」
を
結
成
し
、
中
国
口
語
習
熟

の
必
要
性
を
説
い
た
祖
篠
で

あ

っ
た
が
、
そ
れ
は
漢
文

の
正
確
な
読
解
、
作
文
を
見
据
え
た
上
で
の

主
張
で
あ

っ
て
野
放
図
な
口
語
習
熟
を
説
い
た
の
で
は
な
い
こ
と
が
こ

の
批
語
よ
り
知
れ
る
。

以
上
、
萩
野
本

の
批
語
か
ら
三
都

の
学
者
に
対
す
る
祖
裸
の
評
判
を

粗
々
な
が
ら
見
て
き
た
。
特

に
京
儒

へ
の
酷
評
は
口
を
極
め
て
お
り
、

宝
永
正
徳

の
交
の
狙
裸
は
想
像
以
上

に
強

い
対
抗
意
識
を
京
儒
に
向
け

て
い
た
と
言
え
そ
う
で
あ
る
。

こ
れ
は

『名
賢
文
集
』
自
体
が
京
儒
の

文
章
を
多

く
収
録
す
る
か
ら
で
も
あ
ろ
う
が
、
す
れ
ば
、
文
教
の
地

・

京
都
を
超
克
し
、
江
戸
に
新
た
な
儒
学
流
派
を
打
ち
立
て
ん
と
す
る
狙

篠
に
と

っ
て

『名
賢
文
集
』
は
最
良

の
テ
ク
ス
ト
で
あ

っ
た
と
も
言
え

る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

六

結

語

吾
邦
の
儒
学
史
を
簡
潔

に
叙
し
た
、
那
波
魯
堂

『学
問
源
流
』
(寛
政

十

一
年
刊
)
に
、
次

の
よ
う
な

一
節
が
あ
る
。

祖
篠
全
ク
此
説

(明
代
李
墓
龍

・
王
世
貞
の
古
文
辞
説
)
ヲ
喜
ビ
、

作
述
皆
是

二
傲

ヒ
、
兼

テ
世
間
ノ
学
者
詩
文

ノ
道

二
拙
ク
、
其
風

格
ノ
違

ヘ
ル
ノ
外
、
和
気
、
和
習

ア
リ
、
顛
倒

ア
リ
、
音
異
ナ
レ

ド
モ
訓
同
ジ
キ

ニ
由
ル
ノ
誤
ア
リ
ト
テ
、
闇
斎
、
東
涯
ヨ
リ
、
猶

一
二
ノ
先
輩
ノ
文
数
篇
ヲ
撰
抄
シ
テ
、
其
傍

二
字
ヲ
附
ケ
、
改
作

点
窟

ス
O
祖
裸
詩
文
ノ
才
高
ク
、
其
言
亦
皆
謂
レ
ナ
キ

ニ
非
ザ
ル

ニ
依
テ
、
信
服

ス
ル
人
稻
多
シ
。
…

祖
篠
の
時
代
か
ら
遠
く
隔
た

っ
た
魯
堂
が
、
狙
裸
が

『
名
賢
文
集
』
に

批
語
を
施
し
た
な
ど
と
い
う
些
細
な
事
実
を
知

っ
て
い
た
と
は
考
え
難

く
、
こ
の
条
り
は

『文
戒
』
に
言
及
し
た
も
の
と
看
て
誤
る
ま
い
。
そ

し
て
魯
堂
は
、
狙
裸
の

『
文
戒
』
の
論
難
に
信
服
す
る
者
が
多
い
と
記

す
が
、
ま
さ
に
そ
の
先
駆
者
と
し
て
、
本
稿
第
三
節
に
記
し
た
通
り
、

刊
行
さ
れ
る
以
前
の

『文
戒
』
と
祖
裸
の
刷
潤
し
た

『
名
賢
文
集
』
と

を
い
ち
早
く
入
手
し
て
文
章
批
判
の
方
法
論
を
学
ん
だ
宇
野
明
霞

・
士

朗
兄
弟
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

そ
の
方
法
論
は
明
霞
の

『
名
公
四
序
評
』
と
し
て
結
実
し
た
。
本
書

は
福
田
元
秀
編

『談
園
名
公
四
序
』
(享
保
十

二
年
刊
)
所
載
の
祖
裸
、

南
郭
、
平
野
金
華
等
の
序
文
を
批
評
し
て
本
編

と
し
、
さ
ら
に
平
野
金

華
の
詩
文
集

『金
華
稿
副
』
を
批
評
し
た

「
弾
金
華
稿
刷
」
を
附
録
と

す
る
。
前
者
は
無
年
記
の
明
霞
序
文
末
尾
に

「
此
編
之
成
、
蓋
在
二享
保

庚
戌
辛
亥
之
間
一」
と
註
記
さ
れ
、
即
ち
享
保
十
五
、
六
年
の
交
成
立
、

後
者
は
享
保
十

一
年
二
月
撰
の
明
霞
の
小
序
が
あ
り
、
成
立
は
こ
の
年

で
あ
る
。
そ
の
小
序
に
、

余

子
和

(金
華
)
ノ
文
ヲ
観

ル
ニ
倭
字
有
リ
、
倭
句
有
リ
、
倭

気
有
リ
、
古
ヲ
用
ヰ
テ
毎

二
　
リ
、
自
運

妄
多

シ
。
叙
事

二
法

無
ク
、
或

ハ
辞
ヲ
得
ズ
、
持
論
当

ラ
ズ
、

又
定
見
無

シ
。
…
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と
言
い
、
ま
た
士
朗
撰

「題
弾
金
華
稿
剛
後
」
で
は
、
『文
戒
』
は
金
華

等
、
現
今

の
譲
園

一
門
に
お
い
て
は
戒
め
と
な

っ
て
お
ら
ず
、
却

っ
て

「如
二余
兄
弟
↓有

レ頼
日,焉
ニ」
と
豪
語
す
る
。
も
は
や
本
書
が

『文
戒
』

と
同
じ
批
判
方
法
を
採

っ
て
い
る
こ
と
は
こ
こ
に
喋
々
す
る
ま
で
も
あ

る
ま
い
。
か
く
し
て
、
皮
肉
に
も

『文
戒
』
の
批
判
方
法
は
狙
裸
自
ら

の
護
園

一
門
に
向
け
ら
れ
る
こ
と
と
な

っ
た
。
宝
暦
明
和
以
降
、
京
坂

の
地
に
興

っ
た
反
譲
園
の
風
潮
は
、
既
に
こ
の
時
点
か
ら
そ
の
予
兆
が

あ

っ
た
も

の
の
よ
う
で
あ
る
。

本
稿
は
狙
篠
書
入
れ
の

『名
賢
文
集
』
に
関
し
て
、
そ
の
刷
潤
し
た

時
期
が
宝
永
末
年
頃

で
あ
る
こ
と
を
検
証
し
、
そ
れ
を
通
し
て

一
当
代

人
の
元
禄
文
壇
観
を
導
き
出
そ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
『弁
道
』
(享

保
二
年
刊
)
第

一
条
の

「不
俵
籍
天
寵
霊
、
得
王
李
二
家
書
以
読
之
、

始
識
有
古
文
辞
」
と
の
条
り
は
、
狙
裸
の
文
章
論
、
ひ
い
て
は
祖
篠
学

へ
の
覚
醒

の
証
し
と
し

て
、
宝
永
二
年
四
十
歳
の
頃

の
発
言
で
あ
る

と
、
明
代
古
文
辞
説
の
影
響
な
ど
と
併
せ
て
崇
高
に
論
じ
ら
れ
る
が
、

こ
う
し
た
元
禄
期
の
儒
家
の
文
章
を
超
克
せ
ん
と
す
る
試
み
は
、
祖
裸

の
こ
の
発
言
を
実
地
に
裏
付
け
す
る

一
徴
証
で
は
な
か

っ
た
で
あ
ろ
う

か
。

か
か
る
当
代
邦
人

の
総
集

の
出

刊
が
元
禄
期
詩
文
壇

の
特
性

の

一
で
あ

る

こ
と
、
揖

斐
高

「
元
禄

の
漢
詩
文
」

(
『講
座

元
禄

の
文
学

-

元
禄

文
学

の
流
れ
』

勉
誠
社

平
成

4
)

に
既

に
指
摘

が
あ

る
。

明
霞
が
当
時

に
あ

っ
て
特
異
な
訓
法
を

用
い
た
こ
と
、

ま
た

そ
の
訓
法

を
理
解
す

る
参
考

書
と
し

て
大
典
顕

常
編

の

一
連

の
語
学
書
、
『
詩
語

解
』

(宝
暦
十

三
年
刊
)
、
『
文
語
解
』

(明
和
九
年
刊
)
、
『
詩
家
推
敲
』

(寛
政
十

一
年

刊
)
等

が
あ

る
こ
と
、
徳
田
武

「
宇
野
明
霞

の
訓
法

の

悲
劇
」

(『
江
戸
漢
学

の
世
界
』
所
収
、

ぺ
り
か

ん
社

平

2
)

に
詳
し

い
。
「
復

田
文
悲
書
」
の
前
引
箇
所

の
終
わ
り

の

一
文

は
、
原
文
は

「
僕

弱

冠
.
時
得
U
文
戒
,
及
日
所
二
刷

潤
「
ル
二
首
D
而

覧
レ
之

,遂

、
為
ド
其

.
所
"

染

焉
」

で
あ
り
、
傍
点
を
附
し
た

「
及
」
字

に
関
し

て
、
『
文
語
解
』

巻

四

で
は

オ

ヨ
ブ

・
マ
デ

・
ト

・
ト

モ

ニ
の
四

つ
の
訓
を
掲

げ

て
、

「
与
」
字
と
同
義

で
あ
る

こ
と
を
説
く
。
従

っ
て
こ
こ
は
訓
読
文

に
示

し
た
通
り

「
僕
弱
冠

ノ
時
、
『
文
戒
』
ト
剛
潤

ス
ル
所

ト

ノ
二
首

ヲ
…
」

と
、
『
文
戒
』
と
剛
潤
し
た

『
名
賢
文
集

』
と
を
並
置
し
た
言

い
方

と
な

る
。

吉
川
幸
次
郎

「
祖
篠
学
案
」
(岩

波
日
本
思
想
体
系

36

『
荻
生
祖
裸
』
所

収
)
七

=
二
頁

に
、
「
仁
斎

の
文
章

に

つ
い
て
の
指
摘
、
少
半

は
首
肯

さ

れ
、
大

半
は
首
肯

し
が
た
い
」

と

『文
戒
』

に
関

し
て

コ
メ

ン
ト
を
付

す
。

註
2
掲
出
徳

田
論
文
参

照
。

年
時
考

証
は
平
石

『祖
裸
年
譜
考
』
七

四
頁
参
照
。

『名
賢
文
集
』

で
の
原
題

は

「
送
荒
川
景
元
赴
紀
州
序
」

に
作

る
。

例

え
ば

「学
問
之
法
、
予
岐
而
為

レ
二
。
日
血
脈
。
日
意
味
。
血
脈
者
、

謂
二
聖

賢
道
統
之
旨

「。

若
二
孟
子
所

レ謂
仁

義
之
説

一、
是
也
。

…
蓋

意

味
本
自
二
血
脈
中

一来
。

故
学
者
当
三
先
理

二
会
血
脈

う。
…
」

(『
語
孟
字

義
』
巻
之
下

「
学
」
第

四
条
)
な
ど
。

平
石

『
年
譜
考
』

一
二
九
頁
参
照
。
氏
は
該
書
執
筆
時

に
は
本

国
字
憤

を
実
見
さ
れ

て
お
ら
ず
、
『
狙
裸
集
』
巻
二
一二
所
収

「与
薮
震
庵
」
第
六

書

の
文
面
か
ら
考
証
し

て
、
み
す
ず
書

房
版

『荻
生
祖
篠
全
集
』
第

四

巻

口
絵

に
載
る
、
京
都
大
学
付
属
図
書
館
蔵
本

の
写
真
版

を
指

し
て
、

享
保
六

年

四
月

十
三

日
執

筆

の
も

の
で
あ

ろ
う
と
推

測
し

て
言
及
す
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る
。
筆
者
架
蔵

の

「雷
伊
州
所
蔵
三
軸
之
内
抄
書
/
祖
裸
先
生
答
震
庵

先
生
書
腰

二
通
」
と
題
す

る
写
本

は
、
『
但
裸
集
』
巻

二
一二
所
収

「
与
薮

震
庵
」
第
七
書

と
本
国
字
憤
と
を
書
写

し
た
も

の
で
あ

る
が
、

い
ま
引

用
は
こ
れ
に
依
拠
す

る
。

多
治
比

郁
夫

「
林
東

浜
」

(「
山

口
県

地
方
史

研
究
」
第

三
三
号

昭

55

・
6
)
第

五
節

に
は
、
『
文
罫
』
が

『
文
戒
』
を
剰
窃
し
た
擬
作

で
あ

る
こ
と
を
述

べ
た
、
春
台

の
国
字
憤

の
存
在
を
紹
介

さ
れ

て
い
る
。

既
述
、
吉
川

「祖
裸
学
案
」
七
0
六
頁

に

「な
お
写
本

で
伝
わ

る

「
文

罫

」
な
る
書

は
、

こ
の
見
地
か

ら
漢
文

の
語
序
を
説
く
も

の
で
、

の
ち

「譲
園
随
筆

」
の
附
録

と
し
た

「文
戒

」
の
初
稿

で
あ

る
」
。
ま

た
河
出

書
房
版

『荻
生
狙
篠
全
集
』
第

一
巻

『談
園
随
筆
』
解
説
も
同
様
。

平

石

『年
譜
考
』
十

九
頁

に
、
『祖
裸
集
』
を
編
集
す

る
際

の
最
終
段
階

の
原
稿

で
あ
る

『
祖
裸
集
稿
』
(慶

応
義
塾

図
書
館
蔵

)
よ
り
本
書
檀
後

半
部

の
塗
抹
部

分
を
紹
介

さ
れ

る
が
、

そ
こ
に
東
涯

に
言
及
し

て

「
…

看
宮
文
章
、
下
其

父
甚
、
依
様
萌
藍
、
不
能

写
事
態
、
宛
如
目
見
、
何

取
於
文
也
、
…
」
と
そ

の
文
章

を
酷

評
す
る
条

り
が
見

え
て
お
り
、
『
文

罫
』
が

『文
戒

』
と
同
様
、
当
代

の
儒
者

の
文
章
を
論
難
し
た
書

で
あ

っ

た
可
能
性

を
示
唆
す
る
。

中

野
三
敏

「十

八
世
紀
江
戸

の
文
化
」

(『
日
本

の
近
世

12

文
学
と
美

術

の
成
熟
』
中
央

公
論
社

平

5
)

で
は
、
祖
篠
学
派
を

「
関
東
根
生

い
の
儒
学
派

と
し

て
最
初

の
全
国
的
学
界

の
制
覇
と

い
う
輝
か
し

い
成

果
を
お
さ
め
た
も

の
」
と
捉

え
る
視
点

が
提
示

さ
れ
る
。
但
裸

が
自
ら

の
門
流

に

「関
東
根
生

い
」
と

い
う
地

理
的
な
性
格
を
自
負
し

て
い
た

と
考

え
れ
ば
、
萩
野
本
批
語

に
見

え
る
京
儒

に
対
す

る
酷
評
も
理
解
し

易

い
。

[付
記
]
本
文
中

の
板
本
資
料
の
引
用
は
、
『明
霞
遺
稿
』
は
東
北
大

学
狩
野
文
庫
蔵
本
の
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
に
、
『名
公
四
序
評
』
は
九
州

大
学
文
学
部
図
書
室
蔵
の
紙
焼
写
真
に
各
々
依
拠
し
、
そ
の
他
は
特
に

断
ら
な
い
限
り
、
中
野
三
敏
先
生

・
九
州
大
学
附
属
図
書
館

の
所
蔵

本
、
お
よ
び
架
蔵
本
に
拠

っ
て
行

っ
て
い
る
。

一219「


